
                                      株式会社  滋 賀 銀 行 

 

 平成20年度  第２四半期決算説明資料  
 
 
 

    当第２四半期累計期間決算の特徴 …………… 1 
   
Ⅰ  平成20年度第２四半期累計期間(平成20年９月期)決算の概要  
   
      １．預金、貸出金の残高【単体】 …………… 2 
   
      ２．利鞘【単体】 …………… 4 
   
      ３．預り資産残高・保険販売実績【単体】 …………… 5 
   
      ４．損益状況【単体】 …………… 6 
   
      ５．損益状況【連結】 …………… 8 
   
      ６．業務純益【単体】 …………… 9 
   
      ７．国債等債券関係損益【単体】 …………… 9 
   
      ８．株式関係損益【単体】 …………… 9 
   
      ９．有価証券・金銭の信託の評価損益【単体】・【連結】 …………… 10
   
      10．ＲＯＥ【単体】 …………… 10
   
      11．自己資本比率（国際統一基準）【単体】・【連結】 …………… 11
   
   
Ⅱ  貸出金等の状況   
   
      １．貸倒引当金とリスク管理債権の状況【単体】・【連結】 …………… 12
   
      ２．金融再生法開示債権の状況【単体】 …………… 13
   
      ３．業種別貸出状況等 …………… 14
   
            (1) 消費者ローン残高【単体】 …………… 14
   
            (2) 中小企業等貸出比率【単体】 …………… 14
   
            (3) 業種別貸出金残高【単体】 …………… 14
   
            (4) 業種別リスク管理債権残高【単体】 …………… 15
   
      ４．国別貸出状況等 …………… 15
   
            (1) 特定海外債権残高【単体】 …………… 15
   
            (2) アジア向け貸出金【単体】 …………… 15
   
            (3) 中南米主要諸国向け貸出金【単体】 …………… 15
   
            (4) ロシア向け貸出金【単体】 …………… 15
   
Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【単体】 …………… 16
   
Ⅳ  平成21年３月期(通期)の業績予想 …………… 17
   
   

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

― 1 ― 

 

 当 第 ２ 四 半 期 累 計 期 間 決 算 の 特 徴  

 

◆ 貸出金利息は順調に増加するも国債等債券償却と与信コストの増加により前年同期比減益 

（詳細は、6～7頁をご覧ください。） 
 
◇ 貸出金利息は預金等利息の増加(前年同期比６億円増)を上回る伸び(同８億円増)となったものの、有価証券利息配

当金が２５億円の減少となったことを主因に資金利益は１１億円の減少となりました。また、米国発の金融不安

の影響による個人年金保険や投資信託販売不振に伴う手数料収益の減少、ならびに、国債等債券償却が２８億円

発生したことにより、業務粗利益全体では２４億円の減少となりました。さらに、経費もＩＴ関連の投資による

物件費の増加を主因に７億円の増加となり、一般貸倒引当金繰入前の実質業務純益は３２億円の減益となりまし

た。 

◇ 一方、当期の与信コスト(一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－貸倒引当金戻入益)は４８億円となり、前年同

期の５億円に比べ４２億円の増加となったことから、当第２四半期累計期間の経常利益は１３億円で前年同期比

７４億円の減益、中間純利益も７億円と同２７億円の減益となりました。 

(億円) 

  
当第２四半期 
累計期間実績 

前中間期実績 前年同期比較 

業務粗利益 ３００ ３２５ △２４ 

[コア業務粗利益(債券関係損益を除く)] [３１７] [３２４] [△７] 

 資金利益 ２８５ ２９６ △１１ 

  うち貸出金利息 ２６０ ２５１ ８ 

  うち有価証券利息配当金 ８９ １１５ △２５ 

  うち預金等利息        (△) ６３ ５７ ６ 

 役務取引等利益 ３６ ４３ △７ 

 その他業務利益 △２１ △１４ △６ 

 [うち国債等債券償却] [２８] [―] [２８] 

経費                                (△) ２３４ ２２６ ７ 

実質業務純益 ６６ ９８ △３２ 

一般貸倒引当金繰入額〔①〕          (△) ３４ ― ３４ 

業務純益 ３１ ９８ △６７ 

 [コア業務純益(債券関係損益を除く)] [４８] [９７] [△４９] 

臨時損益 △１８ △１１ △７ 

 うち株式関係損益 ２ ７ △５ 

 うち不良債権処理額〔②〕         (△) １３ １６ △２ 

経常利益 １３ ８７ △７４ 

特別損益 △０ △２ １ 

 うち貸倒引当金戻入益〔③〕 ― １０ △１０ 

うち減損損失                     (△) ３ １９ △１６ 

税引前中間純利益 １２ ８５ △７２ 

法人税、住民税及び事業税            (△) ０ ４０ △３９ 

法人税等調整額                      (△) ４ １０ △５ 

中間純利益 ７ ３４ △２７ 
 

与信コスト（①＋②－③） ４８ ５ ４２ 

 ①一般貸倒引当金繰入額 ３４ ― ３４ 

 ②不良債権処理額 １３ １６ △２ 

 ③貸倒引当金戻入益 ― １０ △１０ 
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Ⅰ 平成20年度第２四半期（平成20年９月期）決算の概要 

 

１．預金、貸出金の残高【 単 体 】 
 
 当行の「健全経営」が地域から高い評価を受け、当第２四半期累計期間中の預金等(譲渡性預金を含む)の期中平均

残高は、前年同期比457億円増加(増加率1.24％)し３兆7,266億円となりました。特に、コアとなる個人預金の期中平

均残高は２兆8,182億円で同1,081億円増加(増加率3.99％)となりました。 

 一方、貸出金の期中平均残高は、前年同期比894億円増加(増加率3.60％)して２兆5,730億円となりました。これは、

住宅ローンを中心とした消費者向け貸出の増加(前年同期比200億円：増加率2.35％)に加え、事業性貸出が１兆5,540

億円と前年同期比388億円の増加(増加率2.56％)となったことが寄与したものであります。 

 この結果、預貸率は69.04％で、前年同期比1.57％上昇いたしました。 

 今後も引き続き、運用力の一層の強化に努め、良質な貸出金の増強に努力してまいります。 

 

（金額単位：百万円） 

20年９月期 （比較欄の上段は増減率） 20年３月期 19年９月期 
〔期中平均残高〕 当第２四半期 

累 計 期 間 

20年３月期 

比   較 

19年９月期 

比   較 
前    期 前 中 間 期 

預 金 等 

( 預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金 ) 
（平残） 3,726,690

(1.14%)
42,044

(1.24%)
45,719

3,684,645 3,680,970

  うち滋賀県内 （平残） 3,235,609
(1.90%)
60,601

(2.04%)
64,822

3,175,007 3,170,786

 預 金 （平残） 3,608,104
(1.28%)
45,681

(1.39%)
49,705

3,562,422 3,558,399

  うち滋賀県内 （平残） 3,134,472
(2.08%)
63,922

(2.27%)
69,687

3,070,549 3,064,784

  う ち 個 人 預 金 （平残） 2,818,238
(3.09%)
84,719

(3.99%)
108,142

2,733,519 2,710,096

  う ち 法 人 預 金 （平残） 679,104
(△4.12%)
△29,218

(△4.94%)
△35,306

708,322 714,411

 譲 渡 性 預 金 （平残） 118,585
(△2.97%)
△3,636

(△3.25%)
△3,986

122,222 122,571

  うち滋賀県内 （平残） 101,136
(△3.17%)
△3,321

(△4.58%)
△4,865

104,457 106,002

貸 出 金 （平残） 2,573,010
(2.81%)
70,450

(3.60%)
89,425

2,502,559 2,483,584

  うち滋賀県内 （平残） 1,659,729
(3.35%)
53,844

(3.95%)
62,999

1,605,885 1,596,730

 うち消費者向け貸出 （平残） 868,288
(1.69%)
14,471

(2.35%)
20,007

853,816 848,281

 う ち 事 業 性 貸 出 （平残） 1,554,092
(1.50%)
23,020

(2.56%)
38,886

1,531,072 1,515,206

預  貸  率 （ 平 残 ベ ー ス ） 69.04％ 1.13％ 1.57％ 67.91％ 67.47％

(注) １．金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

２．貸出金のうち滋賀県内の残高は、本部勘定に計上しているローンパーティシペーション等の余資運用の一環とし

て行っている貸出金を除いて記載しております。 
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（金額単位：百万円） 

20年９月末 （比較欄の上段は増減率） 20年３月末 19年９月末 
〔期末残高〕 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

預 金 等 

( 預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金 ) 
（末残） 3,702,466

(0.08%)
3,001

(0.22%)
8,292

3,699,465 3,694,173

  うち滋賀県内 （末残） 3,221,095
(0.81%)
26,029

(1.57%)
49,906

3,195,066 3,171,188

 預 金 （末残） 3,596,474
(△0.08%)
△2,985

(0.75%)
27,007

3,599,460 3,569,467

  うち滋賀県内 （末残） 3,122,043
(0.44%)
13,782

(1.70%)
52,311

3,108,261 3,069,732

  う ち 個 人 預 金 （末残） 2,819,832
(1.18%)
32,914

(3.66%)
99,639

2,786,918 2,720,193

  う ち 法 人 預 金 （末残） 669,579
(△3.09%)
△21,381

(△7.40%)
△53,572

690,961 723,152

 譲 渡 性 預 金 （末残） 105,992
(5.98%)
5,987

(△15.00%)
△18,714

100,005 124,706

  うち滋賀県内 （末残） 99,052
(14.10%)
12,247

(△2.36%)
△2,404

86,805 101,456

貸 出 金 （末残） 2,585,533
(1.03%)
26,548

(3.74%)
93,385

2,558,984 2,492,148

  うち滋賀県内 （末残） 1,664,252
(0.06%)
1,164

(3.09%)
50,017

1,663,088 1,614,234

 うち消費者向け貸出 （末残） 874,624
(0.81%)
7,100

(1.87%)
16,126

867,524 858,498

  消 費 者 ロ ー ン （末残） 760,354
(1.80%)
13,494

(3.27%)
24,118

746,860 736,236

  
そ の 他 の 
消費者向け貸出 

（末残） 114,269
(△5.29%)
△6,394

(△6.53%)
△7,992

120,663 122,262

 う ち 事 業 性 貸 出 （末残） 1,567,767
(1.64%)
25,428

(3.09%)
47,079

1,542,338 1,520,688

預  貸  率 （ 末 残 ベ ー ス ） 69.83％ 0.66％ 2.37％ 69.17％ 67.46％

(注) １．金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

２．貸出金のうち滋賀県内の残高は、本部勘定に計上しているローンパーティシペーション等の余資運用の一環とし

て行っている貸出金を除いて記載しております。 

３．消費者向け貸出のうち、消費者ローンとは、借入の利便性向上のため予め貸出条件等を定めてパッケージ化した

商品であり、その他の消費者向け貸出とは、消費者ローン以外の個人向け一般融資(事業性の貸出を除く)でありま

す。 

 

〈 ご参考 〉個人預金及び個人の預り資産残高 

（金額単位：百万円） 

20年９月末 （比較欄の上段は増減率） 20年３月末 19年９月末 
〔期末残高〕 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

個 人 預 金 

＋個人預り資産残高 
（末残） 3,329,279

(1.46%)
48,150

(3.31%)
106,978

3,281,128 3,222,301

 個 人 預 金 （末残） 2,819,832
(1.18%)
32,914

(3.66%)
99,639

2,786,918 2,720,193

 個人預り資産残高 （末残） 509,446
(3.08%)
15,236

(1.46%)
7,338

494,210 502,108

(注) １．金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

２．預り資産残高の詳細は５ページに記載しております。 
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２．利鞘【 単 体 】 
 
 当第２四半期累計期間中の資金運用利回りは前年同期比0.09％低下して1.82％となりました。これは、有価証券利

回りの低下(前年同期比0.25％低下)が主因であります。 

 一方、資金調達原価は預金等利回りの上昇などから1.61％(前年同期比0.01％上昇)となり、その結果、総資金利鞘

は前年同期比0.10％の低下となりました。 

 当行では、お客さまとの「共存共栄」を目指してリレーションシップバンキングの機能強化に取り組んでおります。

具体的には、「お金を貸すビジネス」から「知恵と親切を提供するビジネス」への転換、事業の将来性を見据え担保の

みに依存しない融資への取組み等に特に注力しております。今後もこうした取組みをより一層推進しお客さまの信頼

を得ることで貸出金利回りの改善に取り組んでまいります。 

 

（単位：％） 

20年９月期  20年３月期 19年９月期 
〔全店ベース〕 当第２四半期 

累 計 期 間

20年３月期 

比   較 

19年９月期 

比   較 
前    期 前 中 間 期 

(1) 資金運用利回り (A) 1.82 △0.07 △0.09 1.89 1.91 

 (ｲ) 貸出金利回り       (B) 2.02 △0.02 ― 2.04 2.02 

 (ﾛ) 有価証券利回り        1.47 △0.13 △0.25 1.60 1.72 

(2) 資 金 調 達 原 価 (C) 1.61 0.03 0.01 1.58 1.60 

 (ｲ) 預 金 等 原 価       (D) 1.59 0.06 0.06 1.53 1.53 

 (ﾛ) 預金等利回り        0.34 0.02 0.03 0.32 0.31 

 (ﾊ) 経 費 率        1.25 0.05 0.03 1.20 1.22 

(3) 預 貸 金 利 鞘 (B)-(D) 0.43 △0.08 △0.06 0.51 0.49 

(4) 総 資 金 利 鞘 (A)-(C) 0.21 △0.10 △0.10 0.31 0.31 

 

（単位：％） 

20年９月期  20年３月期 19年９月期 
〔国内店ベース〕 当第２四半期 

累 計 期 間

20年３月期 

比   較 

19年９月期 

比   較 
前    期 前 中 間 期 

(1) 資金運用利回り (A) 1.71 0.04 0.02 1.67 1.69 

 (ｲ) 貸出金利回り       (B) 2.01 △0.02 ― 2.03 2.01 

 (ﾛ) 有価証券利回り        1.30 0.11 0.04 1.19 1.26 

(2) 資 金 調 達 原 価 (C) 1.55 0.08 0.08 1.47 1.47 

 (ｲ) 預 金 等 原 価       (D) 1.55 0.09 0.09 1.46 1.46 

 (ﾛ) 預金等利回り        0.31 0.05 0.07 0.26 0.24 

 (ﾊ) 経 費 率        1.24 0.04 0.03 1.20 1.21 

(3) 預 貸 金 利 鞘 (B)-(D) 0.46 △0.11 △0.09 0.57 0.55 

(4) 総 資 金 利 鞘 (A)-(C) 0.16 △0.04 △0.06 0.20 0.22 

 
(注) 小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．預り資産残高・保険販売実績【 単 体 】 
 
 当行では、お客さまの資産運用の多様化ニーズにお応えし、かつ、手数料収益等役務収益増強のために、投資信託

や保険の販売にも注力しておりますが、当第２四半期累計期間は、米国発の金融不安の影響等により株価が大幅に低

下したことなどから、特に投資信託の販売が落ち込み、預り資産残高の伸びは大きく鈍化いたしました。 

 

（単位：件、百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
  

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

投 資 信 託 期 末 残 高 (A) 154,286 △8,696 △29,476 162,983 183,763 

公 共 債 保 護 預 り 

期 末 残 高 
(B) 163,924 6,817 11,607 157,107 152,316 

オプション・スワップ 
付 債 券 期 末 残 高 

(C) 17,731 6,010 7,380 11,721 10,351 

販売件数  65,251 3,360 5,206 61,891 60,045 
個 人 年 金 

保 険 取 扱 

保 険 料 
(D) 189,049 12,778 19,177 176,270 169,872 

そ の 他 の 生 命 保 険 

取 扱 保 険 料 
(E) 6,116 955 1,718 5,160 4,398 

預 り 資 産 残 高 合 計 
(A+B+C 

+D+E) 
531,109 17,866 10,407 513,243 520,701 

 
う ち 個 人 預 り 

資 産 残 高 
 509,446 15,236 7,338 494,210 502,108 

 
(注) １．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．個人年金保険の販売件数・取扱保険料は、取扱開始(平成14年10月)以降の累計であります。 
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４．損益状況【単体】 
 
 
 当行単体の当第２四半期累計期間の損益状況は次のとおりであります。 

 
 

■貸出金利息は順調に増加するも有価証券利息配当金の減少により資金利益は減少 

 貸出金利息は26,050百万円(前年同期比851百万円増加)と預金等利息の増加(同636百万円増)を上回り順調に増加

したものの、有価証券利息配当金が同2,584百万円減少となったことを主因に、資金利益は28,557百万円と前年同期

比1,135百万円の減少となりました。 

 
 

■金融市場の混乱による投資信託等の販売不振が響き役務取引等利益は減少 

 当第２四半期累計期間は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱による影響で投資信託や

個人年金保険等の販売が大幅に落ち込み、役務取引等利益は前年同期比710百万円減少の3,604百万円となりました。 

 
 

■保有債券の減損処理によりその他業務利益も悪化 

 その他業務利益は、保有する債券(リーマンブラザーズの円建社債)の減損処理により債券関係損益が前年同期比

1,732百万円の悪化となったことを主因に△2,105百万円となりました。 

以上の結果、業務粗利益は30,057百万円で前年同期比2,457百万円の減少となりました。 

 
 

■経費はＩＴ投資に伴う物件費を中心に増加 

 一方、経費は、新基幹系システムの稼動(平成20年１月)を主因とした物件費の増加(前年同期比688百万円増)を中

心に前年同期比797百万円増加の23,450百万円となりました。 

 
 

■与信コストも増加 

 「問題は先送りしない」という方針のもと、厳正な自己査定を実施し不良債権の処理を進めた結果、当第２四半

期累計期間の与信コスト(一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－貸倒引当金戻入益)は4,846百万円となり、前年

同期比4,258百万円の増加となりました。 

 
 

■経常利益・中間純利益ともに減益 

 これらの結果、当第２四半期累計期間の経常利益は1,300百万円と前年同期比7,445百万円の減益、中間純利益も

同2,708百万円減益の727百万円となりました。 
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【 単 体 】                                                                       （単位：百万円） 

20年９月期  19年９月期 項 

番 
  当第２四半期 

累 計 期 間 
19年９月期比較 前 中 間 期 

1  業 務 粗 利 益 30,057 △2,457 32,514 

2   コア業務粗利益（除く債券関係損益） 31,728 △724 32,452 

3    資 金 利 益 28,557 △1,135 29,693 

4     う ち 貸 出 金 利 息 26,050 851 25,198 

5     う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 8,923 △2,584 11,508 

6     う ち 預 金 等 利 息 6,371 636 5,735 

7    役 務 取 引 等 利 益 3,604 △710 4,315 

8    そ の 他 業 務 利 益 △2,105 △610 △1,494 

9     （ う ち 債 券 関 係 損 益 ） △1,671 △1,732 61 

10   う ち 国 内 業 務 粗 利 益 31,492 143 31,348 

11    コア業務粗利益（除く債券関係損益） 30,333 △1,059 31,393 

12     資 金 利 益 26,943 △235 27,179 

13     役 務 取 引 等 利 益 3,505 △706 4,212 

14     そ の 他 業 務 利 益 1,042 1,086 △44 

15      （ う ち 債 券 関 係 損 益 ） 1,158 1,203 △44 

16  経   費 （ 除 く 臨 時 費 用 分 ） 23,450 797 22,652 

17    人 件 費 12,277 274 12,002 

18    物 件 費 9,751 688 9,062 

19    税 金 1,421 △165 1,587 

20  実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 6,606 △3,254 9,861 

21   実質コア業務純益（除く債券関係損益） 8,277 △1,522 9,799 

22  一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,464 3,464 ― 

23  業 務 純 益 3,142 △6,719 9,861 

24  臨 時 損 益 △1,841 △725 △1,115 

25    不 良 債 権 処 理 額 1,382 △244 1,626 

26     貸 出 金 償 却 1,822 1,105 716 

27     個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △500 △500 ― 

28     特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― ― 

29     投 資 損 失 引 当 金 繰 入 額 ― ― ― 

30     その他の偶発損失引当金繰入額 58 △842 901 

31     債 権 売 却 損 等 1 △7 8 

32    株 式 等 関 係 損 益 204 △571 776 

33    そ の 他 臨 時 損 益 △664 △398 △265 

34  経 常 利 益 1,300 △7,445 8,745 

35  特 別 損 益 △79 145 △225 

36    う ち 固 定 資 産 処 分 損 益 △395 △336 △58 

37     固 定 資 産 処 分 益 ― ― ― 

38     固 定 資 産 処 分 損 395 336 58 

39    う ち 減 損 損 失 339 △1,652 1,991 

40    う ち 償 却 債 権 取 立 益 616 △170 787 

41    う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ― △1,038 1,038 

42     一 般貸倒引当金戻入額 ( 繰 入額△ ) ― △1,252 1,252 

43     個 別貸倒引当金戻入額 ( 繰 入額△ ) ― 213 △213 

44  税 引 前 中 間 純 利 益 1,221 △7,299 8,520 

45  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 18 △3,999 4,018 

46  法 人 税 等 調 整 額 475 △591 1,066 

47  中 間 純 利 益 727 △2,708 3,436 

      

48  
与 信 コ ス ト ( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ) 

[22＋25－42－43] 
4,846 4,258 588 
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(注) ① 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

② 債券関係損益＝国債等債券売却益－国債等債券売却損＋国債等債券償還益－国債等債券償還損－国債等債券償

却 

③ 前中間期(19年９月期)は、貸倒引当金全体(一般貸倒引当金繰入額＋個別貸倒引当金繰入額の合計)で戻入超と

なるため、「貸倒引当金戻入益」として特別利益に計上しております。 

 

 

５．損益状況【連結】 
 
 当行は連結子会社が12社あり、連結決算を実施しておりますが、連結・単体の差はそれほど大きくはありません。 

 当第２四半期連結累計期間の連結経常利益は単体比1,185百万円増の2,486百万円(前年同期比6,980百万円減)、連結

中間純利益は単体比261百万円増の988百万円(前年同期比2,638百万円減)となりました。 

 

【 連 結 】                                                                      （単位：百万円） 

20年９月期  19年９月期 項 

番 
  当第２四半期 

連結累計期間 
19年９月期比較 

前中間連結 

会 計 期 間 

1  連 結 粗 利 益 32,366 △1,944 34,311 

2   資 金 利 益 28,891 △1,167 30,058 

3   役 務 取 引 等 利 益 4,705 △594 5,300 

4   そ の 他 業 務 利 益 △1,229 △182 △1,047 

5  営 業 経費 ( 臨 時費用処理分を除く ) 24,376 △809 23,566 

6  連結実質業務純益(一般貸倒引当金繰入前) 7,990 △2,754 10,744 

7  一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3,583 3,583 ― 

8  連 結 業 務 純 益 4,406 △6,337 10,744 

9  そ の 他 経 常 損 益 ( 臨 時 損 益 ) △1,920 △642 △1,277 

10   不 良 債 権 処 理 額 1,497 △189 1,687 

11    貸 出 金 償 却 1,832 1,115 717 

12    
そ の 他 の 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 
( 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 を 除 く ) 

△415 △415 ― 

13    そ の 他 債 権 売 却 損 等 80 △889 970 

14   株 式 等 関 係 損 益 189 △563 753 

15    売 却 益 849 △120 969 

16    売 却 損 2 2 ― 

17    償 却 656 440 216 

18   その他経常損益(営業経費中臨時処理分を含む) △593 △268 △325 

19   金 銭 の 信 託 運 用 見 合 費 用 18 0 18 

20  経 常 利 益 2,486 △6,980 9,466 

21  特 別 損 益 △273 135 △408 

22   う ち 貸 倒 引 当 金 等 戻 入 益 ― △854 854 

23    一般貸倒引当金戻入額(繰入額△) ― △1,172 1,172 

24    その他の貸倒引当金戻入額(繰入額△) ― 318 △318 

25    その他の偶発損失引当金戻入額(繰入額△) ― ― ― 

26    投 資損失引当金戻入額 ( 繰入額△ ) ― △0 0 

27  税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 2,213 △6,844 9,057 

28  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 315 △3,926 4,241 

29  法 人 税 等 調 整 額 462 △461 924 

30  少 数 株 主 利 益 446 181 264 

31  中 間 純 利 益 988 △2,638 3,626 

    （参考） 

与 信 コ ス ト ( 7 + 1 0 - 2 2 ) 5,081 4,248 833 
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(注) １．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．連結粗利益＝資金利益(資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用))＋役務取引等利益(役務取

引等収益－役務取引等費用)＋その他業務利益(その他業務収益－その他業務費用) 

３．連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時費用処理分を除く)－貸倒引当金繰入額(その他経常費用)中の一般貸

倒引当金繰入額 

 

 

６．業務純益【 単 体 】 

（単位：百万円） 

20年９月期  19年９月期 
 

当第２四半期累計期間 19年９月期比較 前 中 間 期 

(1) 
実 質 業 務 純 益 

（ 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 ） 
6,606 △3,254 9,861 

 職 員 一 人 当 た り （千円） 2,772 △1,336 4,109 

(2) 
実 質 コ ア 業 務 純 益 

（一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益除く） 
8,277 △1,522 9,799 

 職 員 一 人 当 た り （千円） 3,473 △610 4,083 

(3) 業 務 純 益 3,142 △6,719 9,861 

 職 員 一 人 当 た り （千円） 1,318 △2,790 4,109 

 (注) １．金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。 

２．職員数は、期中平均人員を使用しております。 

 

７．国債等債券関係損益【 単 体 】 
（単位：百万円） 

20年９月期  19年９月期 
 

当第２四半期累計期間 19年９月期比較 前 中 間 期 

国 債 等 債 券 関 係 損 益 （ ５ 勘 定 尻 ） △1,671 △1,732 61 

 売 却 益 1,213 710 503 

 償 還 益 466 466 ― 

 売 却 損 419 △21 441 

 償 還 損 43 43 ― 

 償 却 2,887 2,887 ― 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

８．株式関係損益【 単 体 】 
（単位：百万円） 

20年９月期  19年９月期 
 

当第２四半期累計期間 19年９月期比較 前 中 間 期 

株 式 関 係 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ） 204 △571 776 

 売 却 益 844 △124 969 

 売 却 損 0 0 ― 

 償 却 639 446 192 

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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９．有価証券・金銭の信託の評価損益 

（単位：百万円） 

  20年９月末 20年３月末 

 【 単体ベース 】 評価損益   評価損益   

   評価益 評価損  評価益 評価損 

  満 期 保 有 目 的 ― ― ― ― ― ― 

  子 会 社 株 式 ― ― ― ― ― ― 

  その他有価証券 11,214 53,702 42,487 46,002 71,232 25,230 

 有 価 証 券 11,214 53,702 42,487 46,002 71,232 25,230 

 
金 銭 の 信 託 
(運用目的及び満期保有目的以外) 

△8 ― 8 △7 ― 7 

 〔その他有価証券評価差額金〕 〔  8,529〕  〔 28,924〕   

合 計 11,205 53,702 42,496 45,994 71,232 25,238 

 有 価 証 券 11,214 53,702 42,487 46,002 71,232 25,230 

  株 式 43,195 52,593 9,398 60,548 66,975 6,426 

  債 券 △9,902 796 10,699 △3,350 3,698 7,049 

  そ の 他 △22,078 311 22,389 △11,195 558 11,754 

 
金 銭 の 信 託 
(運用目的及び満期保有目的以外) 

△8 ― 8 △7 ― 7 

 
 
  20年９月末 20年３月末 

 【 連結ベース 】 評価損益   評価損益   

   評価益 評価損  評価益 評価損 

  満 期 保 有 目 的 ― ― ― ― ― ― 

  子 会 社 株 式 ― ― ― ― ― ― 

  その他有価証券 11,294 53,783 42,489 46,109 71,347 25,238 

 有 価 証 券 11,294 53,783 42,489 46,109 71,347 25,238 

 
金 銭 の 信 託 
(運用目的及び満期保有目的以外) 

△8 ― 8 △7 ― 7 

 〔その他有価証券評価差額金〕 〔  8,542〕  〔 28,940〕   

合 計 11,285 53,783 42,497 46,101 71,347 25,246 

 有 価 証 券 11,294 53,783 42,489 46,109 71,347 25,238 

  株 式 43,274 52,674 9,400 60,655 67,089 6,434 

  債 券 △9,902 796 10,699 △3,350 3,698 7,049 

  そ の 他 △22,077 311 22,389 △11,195 559 11,754 

 
金 銭 の 信 託 
(運用目的及び満期保有目的以外) 

△8 ― 8 △7 ― 7 

(注) １．金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．「その他有価証券」並びに「金銭の信託(運用目的及び満期保有目的以外)」については第２四半期末日(期末

日)の時価に基づいて評価しておりますので、上記の表は中間貸借対照表(貸借対照表)又は中間連結貸借対照表

(連結貸借対照表)計上額と取得価額との差額を記載しております。 

３．「その他有価証券」には、「買入金銭債権」中の信託受益権を含めて記載しております。 

 

10．ＲＯＥ【 単 体 】 

（単位：％） 

20年９月期   20年３月期 19年９月期 
 当第２四半期 

累 計 期 間 
20年３月期 
比   較 

19年９月期 
比   較 

前    期 前 中 間 期 

 業 務 純 益 ベ ー ス 2.81 △1.79 △4.66 4.60 7.47 

 
中 間 ( 当 期 ) 

純 利 益 ベ ー ス 
0.65 △0.68 △1.95 1.33 2.60 

(注)  小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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11．自己資本比率（国際統一基準） 
 
 当行は、信用リスクの計測手法として『ＦＩＲＢ(基礎的内部格付手法)』を、また、オペレーショナルリスクの計

測手法として『粗利益配分手法』を採用しております。 

なお、当行単体の当第２四半期末の自己資本比率は9.84％で前期末(平成20年３月末)比1.30％低下(Ｔｉｅｒ１比率

は9.50％で同比0.34％低下)、連結ベースの当第２四半期末の自己資本比率は9.93％で前期末比1.23％低下(Ｔｉｅｒ

１比率は9.60％で同比0.31％低下)となりました。 

 

  【単 体】                                                                            （金額単位：億円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

(1) 自 己 資 本 比 率 (%) 9.84 △1.30 △2.54 11.14 12.38 

  うちＴｉｅｒ１比率 (%) 9.50 △0.34 △0.17 9.84 9.67 

(2) Ｔ ｉ ｅ ｒ １ 1,972 △41 △63 2,014 2,035 

(3) Ｔ ｉ ｅ ｒ ２ 230 △155 △449 385 679 

 (ｲ) 
自己資本に計上された

有 価 証 券 含 み 益
50 △156 △390 206 440 

 (ﾛ) 
自己資本に計上された

土 地 再 評 価 差 額 金
99 1 0 98 99 

 (ﾊ) 劣 後 ロ ー ン 残 高 80 ― △60 80 140 

(4) 控 除 項 目 159 37 49 121 109 

(5) 自 己 資 本 (2)＋(3)－(4) 2,043 △235 △561 2,279 2,605 

(6) リ ス ク ・ ア セ ッ ト 20,756 305 △284 20,451 21,041 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

 

  【連 結】                                                                            （金額単位：億円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

(1) 自 己 資 本 比 率 (%) 9.93 △1.23 △2.46 11.16 12.39 

  うちＴｉｅｒ１比率 (%) 9.60 △0.31 △0.14 9.91 9.74 

(2) Ｔ ｉ ｅ ｒ １ 2,014 △37 △59 2,051 2,073 

(3) Ｔ ｉ ｅ ｒ ２ 234 △154 △449 388 683 

 (ｲ) 
自己資本に計上された

有 価 証 券 含 み 益
50 △156 △391 207 442 

 (ﾛ) 
自己資本に計上された

土 地 再 評 価 差 額 金
99 1 0 98 99 

 (ﾊ) 劣 後 ロ ー ン 残 高 80 ― △60 80 140 

 (ﾆ) 一 般 貸 倒 引 当 金 3 0 1 2 2 

(4) 控 除 項 目 166 36 47 129 118 

(5) 自 己 資 本 (2)＋(3)－(4) 2,082 △228 △556 2,311 2,638 

(6) リ ス ク ・ ア セ ッ ト 20,967 272 △319 20,695 21,287 

(注) 金額は億円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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Ⅱ  貸出金等の状況 

 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 
 
 当第２四半期も引き続き、業績不振に陥っておられるお取引先の経営改善の支援に努める一方、回収や最終処理

等による不良債権の削減にも注力してまいりましたが、米国発の金融不安がわが国の実態経済へも悪影響を及ぼし

たことなどから、当行単体のリスク管理債権の合計は892億円で前期末(20年３月末)比73億円の増加、総貸出金残高

に占める比率も3.45％と同0.25％の上昇となりました。 

 なお、当行の子会社では一般事業貸出を行っていないことから、連結ベースでのリスク管理債権残高は単体比217

百万円の増加にとどまっております。 

 

【 単 体 】                                                                      （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

貸 倒 引 当 金 26,192 497 10,249 25,694 15,942

 一 般 貸 倒 引 当 金 15,671 3,464 9,223 12,206 6,447

 個 別 貸 倒 引 当 金 10,521 △2,966 1,026 13,488 9,494

 特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ―

       

破 綻 先 債 権 額 2,656 1,045 1,066 1,610 1,589

延 滞 債 権 額 42,239 2,270 17,949 39,968 24,289

３カ月以上延滞債権額 2,793 924 817 1,868 1,975

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 41,559 3,102 8,620 38,457 32,938

リ
ス
ク
管
理
債
権 

合 計 89,248 7,343 28,454 81,905 60,793

 (部分直接償却額) (   19,435 ) (  △1,122 ) (    △884 ) (   20,557 ) (   20,319 )

貸 出 金 残 高 （末残） 2,585,533 26,548 93,385 2,558,984 2,492,148

      （単位：％）

破 綻 先 債 権 額 0.10 0.04 0.04 0.06 0.06

延 滞 債 権 額 1.63 0.07 0.66 1.56 0.97

３カ月以上延滞債権額 0.10 0.03 0.03 0.07 0.07

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1.60 0.10 0.28 1.50 1.32

対
総
貸
出
金
残
高
比
率 合 計 3.45 0.25 1.02 3.20 2.43

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

 



 
 
 

株式会社  滋 賀 銀 行 

― 13 ― 

 

【 連 結 】                                                                      （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

貸 倒 引 当 金 27,440 841 10,754 26,599 16,686

 一 般 貸 倒 引 当 金 16,177 3,583 9,397 12,593 6,780

 個 別 貸 倒 引 当 金 11,263 △2,742 1,356 14,005 9,906

 特定海外債権引当勘定 ― ― ― ― ―

       

破 綻 先 債 権 額 2,687 1,055 1,070 1,631 1,616

延 滞 債 権 額 42,332 2,282 17,965 40,050 24,367

３カ月以上延滞債権額 2,801 925 818 1,876 1,983

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 41,643 3,114 8,646 38,529 32,996

リ
ス
ク
管
理
債
権 合 計 89,465 7,377 28,500 82,087 60,964

 (部分直接償却額) (   19,435 ) (  △1,122 ) (    △884 ) (   20,557 ) (   20,319 )

貸 出 金 残 高 （末残） 2,577,999 26,631 92,609 2,551,368 2,485,389

      （単位：％）

破 綻 先 債 権 額 0.10 0.04 0.04 0.06 0.06

延 滞 債 権 額 1.64 0.08 0.66 1.56 0.98

３カ月以上延滞債権額 0.10 0.03 0.03 0.07 0.07

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1.61 0.10 0.29 1.51 1.32

対
総
貸
出
金
残
高
比
率 合 計 3.47 0.26 1.02 3.21 2.45

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

 

２．金融再生法開示債権の状況【 単 体 】 
 
 当行単体の金融再生法に基づく開示債権の合計は893億円で前期末(20年３月末)比66億円の増加、総与信に占める比

率は3.39％で同0.22％の上昇、貸倒引当金や担保等による保全率は60.54％で同1.31％の低下となりました。 
 

【 単 体 】                                                                   （金額単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
 7,835 259 1,064 7,576 6,770

危 険 債 権  37,202 2,411 18,012 34,790 19,189

要 管 理 債 権  44,353 4,027 9,438 40,325 34,914

小 計 (A) 89,390 6,698 28,515 82,692 60,875

対総与信残高比率 

(A) ÷ (B) 
(％) 3.39 0.22 1.00 3.17 2.39

正 常 債 権  2,544,726 19,717 62,728 2,525,008 2,481,997

合 計 (B) 2,634,117 26,415 91,244 2,607,701 2,542,872

保 全 額 (C) 54,125 2,973 20,487 51,151 33,637

 貸 倒 引 当 金  16,163 △1,151 4,163 17,314 11,999

 担 保 保 証 等  37,962 4,125 16,324 33,837 21,637

保 全 率 

(C) ÷ (A) 
(％) 60.54 △1.31 5.29 61.85 55.25

(注) 金額は百万円未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 
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３．業種別貸出状況等 

 
 

(1) 消費者ローン残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

消 費 者 ロ ー ン 760,354 13,494 24,118 746,860 736,236

 住 宅 ロ ー ン 727,456 15,499 27,374 711,957 700,082

 そ の 他 ロ ー ン 32,897 △2,005 △3,255 34,903 36,153

(注) １．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．住宅ローンには、地方公共団体制度融資(住宅資金)・協定住宅融資等の住宅関連融資を含めて記載しております。 

 

 

 

(2) 中小企業等貸出比率【 単 体 】                                                   （単位：％） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

中 小 企 業 等 貸 出 比 率 75.12 △0.63 △2.20 75.75 77.32

(注) 小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

 

 

 

(3) 業種別貸出金残高【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

国 内 店 分 
(除く特別国際金融取引勘定分) 

2,581,688 25,542 92,345 2,556,145 2,489,343

 製 造 業 445,369 7,455 17,988 437,914 427,381

 農 業 3,044 1 △983 3,042 4,028

 林 業 171 △25 △28 196 199

 漁 業 632 △174 △151 807 784

 鉱 業 5,757 △884 △1,141 6,642 6,899

 建 設 業 129,702 △4,267 △4,633 133,970 134,336

 電気・ガス・熱供給・水道業 9,809 1,639 1,287 8,170 8,522

 情 報 通 信 業 18,651 3,732 6,606 14,918 12,045

 運 輸 業 79,623 2,784 1,839 76,839 77,784

 卸 売 ・ 小 売 業 355,776 7,539 10,431 348,236 345,345

 金 融 ・ 保 険 業 76,811 △238 △1,135 77,050 77,947

 不 動 産 業 314,814 8,182 46,979 306,631 267,834

 各 種 サ ー ビ ス 業 307,977 △7,262 △9,283 315,240 317,261

 地 方 公 共 団 体 129,476 △5,314 32,078 134,791 97,398

 そ の 他 704,068 12,374 △7,506 691,693 711,574
 
(注) １．百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．当行では、信用リスク管理の高度化を目的として、平成19年下期に「アパートローン格付」対象先の見直しを実

施し、従来、主に「その他」に含まれていた個人経営のアパートローン37,523百万円を「不動産業」に含めて表示

しております。なお、「不動産業」に含まれる当該アパートローン格付対象先の残高は、平成20年９月末140,750

百万円、平成20年３月末124,042百万円、平成19年９月末105,008百万円であります。 
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(4) 業種別リスク管理債権残高【 単 体 】                                          （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

国 内 店 分 
(除く特別国際金融取引勘定分) 

89,180 7,354 28,490 81,826 60,690

 製 造 業 14,467 194 2,549 14,273 11,918

 農 業 250 177 149 72 101

 林 業 20 20 20 ― ―

 漁 業 11 6 6 4 4

 鉱 業 29 △1 △4 31 33

 建 設 業 15,558 △1,126 6,369 16,684 9,189

 電気・ガス・熱供給・水道業 ― ― ― ― ―

 情 報 通 信 業 727 △67 △65 794 792

 運 輸 業 1,986 257 367 1,729 1,618

 卸 売 ・ 小 売 業 22,663 5,582 8,081 17,081 14,582

 金 融 ・ 保 険 業 3,828 △84 82 3,912 3,745

 不 動 産 業 12,982 600 6,434 12,381 6,547

 各 種 サ ー ビ ス 業 12,480 1,500 3,882 10,980 8,597

 地 方 公 共 団 体 ― ― ― ― ―

 そ の 他 4,173 293 615 3,880 3,558
 
(注) 百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

４．国別貸出状況等 
 
(1) 特定海外債権残高【 単 体 】                                               （金額単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

債 権 額  ― ― ― ― ―

対 象 国 数 （カ国） ― ― ― ― ―

 

(2) アジア向け貸出金【 単 体 】                                                  （単位：百万円） 

20年９月末   20年３月末 19年９月末 
 

当第２四半期末 20年３月末比較 19年９月末比較 前 期 末 前中間期末 

イ ン ド ― ― ― ― ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

イ ン ド ネ シ ア 360 89 43 271 316

（うちリスク管理債権） 67 △11 △35 79 103

タ イ ― ― ― ― ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

中 国 624 245 236 379 388

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

香 港 1,863 △123 △236 1,987 2,100

（うちリスク管理債権） 40 40 40 ― ―

マ レ ー シ ア ― ― ― ― ―

（うちリスク管理債権） ― ― ― ― ―

合 計 2,849 210 44 2,638 2,805

（うちリスク管理債権） 107 28 4 79 103

 

(3) 中南米主要諸国向け貸出金【 単 体 】 

該当ありません。 

 
(4) ロシア向け貸出金【 単 体 】 

該当ありません。 
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Ⅲ  自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【 単 体 】 

 

〔平成20年9月末現在〕                                                              （金額単位：億円） 

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法の開示基準  リスク管理債権 

対象：貸出金等与信関連債権 
対象：要管理債権は貸出金のみ 

       その他は貸出金等与信関連債権 
対象：貸出金 

分          類 

区    分 

与信残高 
非 

分類 

Ⅱ 

分類 

Ⅲ 

分類 

Ⅳ 

分類

区    分 

与信残高 

担  保

保  証

による

保全額

引当額 保全率 区    分 
貸出金

残  高

破綻先債権 26

破  綻  先 

 

26 

11 15 

 

― 

(3) 

―

実質破綻先 

 

51 

19 32 

 

― 

(6) 

―

破産更生債権

及びこれらに

準ずる債権

 

 

78 

67 10 100.00%

延 滞 債 権 422

破綻懸念先 

 

372 

234 67 

 

70 

(94)

 

危険債権 

 

372 

207 94 81.08%

３カ月以上

延 滞 債 権
27

  

 

要管理債権

(貸出金のみ)

 

443 

 

104 56 36.35%
貸 出 条 件

緩 和 債 権
415

合      計 892

 

要管理先 

 

736 

 

108 627 

 

小計 

893 

 

379 161 60.55%

要 

 

 

注 

 

 

意 

 

 

先 
その他の 

要注意先 

 

2,020 

485 1,535   

 

正  常  先 

 

23,133 

23,133    

正常債権 

 

25,447 

 

総与信に占める 

金融再生法開示基準 

による不良債権(小計) 

の割合         3.39% 

 

 

  

総貸出金に占める 

 リスク管理債権の 

 割合       3.45% 

合      計 

 

26,341 

23,992 2,277 

 

70 

(104) 

―

合    計 

 

26,341 

    

（注）１．金額は単位未満を、比率は小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。 

２．貸出金等与信関連債権：貸出金・支払承諾・外国為替・貸付有価証券・貸出金に準ずる仮払金・未収利息 

３．自己査定結果におけるⅢ分類の(  )内は分類額に対する引当額であります。 
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Ⅳ  平成21年３月期(通期)の業績予想 

〔 主要勘定 〕 

                                               （単位：億円、％） 

 【 単 体 】  

 21年3月期予想 20年3月期比較   

預金等(譲渡性預金含む) 37,300 
(1.2) 

453 
  

貸 出 金 25,890 
(3.4) 

864 
  

有 価 証 券 11,870 
(△7.6) 

△987 
  

(注) 20年3月期比較欄の上段の(  )内は、前年比増減率(単位：％)であります。 

 

〔 損 益 〕 

                                                                                 （単位：百万円） 

 【 単 体 】 【 連 結 】 

 21年3月期予想 20年3月期比較 21年3月期予想 20年3月期比較 

経 常 収 益 90,000 △14,409 100,000 △14,850 

経 常 利 益 
4,000 

 ( 10,000 ) 

△6,119 

 ( △119 ) 

6,000 

 ( 11,000 ) 

△4,881 

 ( 119 ) 

当 期 純 利 益 
2,500 

 (  7,000 ) 

△800 

 ( 3,700 ) 

3,000 

 ( 7,500 ) 

△597 

 ( 3,903 ) 

(注) 経常利益欄下段の(  )内は、当初予想(平成20年５月15日公表)ならびに当初予想に対する前期比較であります。 

 

〔経常利益・当期純利益の予想の修正について〕 

経常収益は、当初予想どおり推移する見込みでありますが、米国発の金融市場の混乱により保有する有価証券の減

損処理を行う必要が生じること、ならびに、与信コストの増加等を見込み、経常利益は当初予想より単体60億円・連

結50億円、当期純利益も単体45億円・連結45億円、それぞれ減少する見込みであります。 

なお、本業績予想の修正については、平成20年10月17日付で開示済であります。 


